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え
よ
、
そ
の
道
を
ま
っ

す
ぐ
に
せ
よ
』
と
言
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
人
の
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と
で
あ
る
。
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マ
タ
イ
伝　

３
章　

１
〜
３
節
）



2

１　

日
本
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
歴
史
的
発
表

二
〇
一
二
年
一
一
月
二
七
日
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
、
一
枚
の
板
絵
《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》（T

avola D
oria

）

が
日
本
の
東
京
富
士
美
術
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
と
ロ
ー
マ
で
発
表
し
た
。

こ
の
発
表
と
同
時
に
大
統
領
官
邸
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
宮
で
、「
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
︱︱

大
傑
作
、
母
国
に
帰
る
」

と
題
す
る
特
別
内
覧
会
が
行
わ
れ
、
ナ
ポ
リ
タ
ー
ノ
大
統
領
、
イ
タ
リ
ア
文
化
政
策
の
重
鎮
、
オ
ル
ナ
ギ
文
化
大

臣
、
チ
ェ
ッ
キ
副
大
臣
ら
が
揃
っ
て
出
席
し
た
【
図
序–

１
】。
ま
た
イ
タ
リ
ア
政
府
と
東
京
富
士
美
術
館
と
の
間
で

長
期
に
わ
た
る
友
好
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
も
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
板
絵
《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
は
、
一
九

九
〇
年
に
筆
者
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
契
約
し
購
入
し
た
後
、
一
九
九
二
年
六
月
八
日
に
日
本
に
輸
入
し
た
絵
画
作
品
で

あ
る
。

《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア（

１
）》（

ド
ー
リ
ア
家
の
板
絵
）
と
い
う
名
称
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
学
者
の
カ
ル
ロ
・
ペ
ド
レ
ッ
テ
ィ
博
士
（D

r. Carlo Pedretti

）
が
名
づ
け
た
俗
称
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
語tavola

（
タ
ヴ
ォ
ラ
）
は
フ
ラ
ン
ス
語
のtableau

（
タ
ブ
ロ
ー
）
と
同
じ
「
板
絵
」
と
い
う
意
味
で
、

ラ
テ
ン
語
のtabella

（
タ
ベ
ー
ラ
）
が
語
源
で
あ
る
。
こ
の
俗
称
の
由
来
は
、
一
七
世
紀
初
め
か
ら
約
三
二
〇
年
に

わ
た
っ
て
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
出
自
の
貴
族
ド
ー
リ
ア
家
に
代
々
所
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
一
六
世
紀
以
降
の

文
献
で
は
《
グ
ロ
ッ
ポ
・
デ
ィ
・
カ
ヴ
ァ
ッ
リ
》（groppo di cavalli
騎
士
達
の
混
戦
）、
あ
る
い
は
《
グ
ル
ッ
ポ
・
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デ
ィ
・
カ
ヴ
ァ
ッ
リ
》（gruppo di cavalli

騎
士
の
群
像
）
と
称
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
絵
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
伝
え

る
《
軍
旗
を
巡
る
戦
闘
》（La lotta per lo Stendardo 

ラ
・
ロ
ッ
タ
・
ペ
ル
・
ロ
・
ス
テ
ン
ダ
ル
ド
、
英
語
でT

he 

Fight for the Standard

）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

板
絵
は
、
画
面
左
に
走
り
去
ろ
う
と
す
る
二
人
の
騎
士
と
、
右
手
か
ら
彼
ら
を
追
う
二
人
の
騎
士
が
中
央
の
「
軍

旗
」
を
巡
っ
て
絡
み
合
い
激
突
す
る
緊
迫
し
た
一
瞬
の
シ
ー
ン
で
、
そ
の
下
方
に
配
置
さ
れ
た
三
人
の
歩
兵
を
絡
め

な
が
ら
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
議
論

か
ら
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（Leonardo da V

inci 

1452-1519

）
の
真
作
だ
と
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
絵
画
だ
が
、
公

式
に
は
長
い
間
、「
所
在
不
明
」
と
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ば
幻

の
名
画
だ
と
言
っ
て
い
い
。

イ
タ
リ
ア
で
の
報
道
は
、「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

の
《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
が
帰
国
し
、
水
曜
日
か
ら
大
統

領
官
邸
で
展
覧
会
」
と
、
は
っ
き
り
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
真
作
と

伝
え
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
一
方
で
、「
作
品
は
一
六

世
紀
の
模
写
で
あ
る
」
と
し
た
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
日
本
人
が
寄
贈
し
た
作
品
は
違
法
輸
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

カ
ラ
ビ
ニ
エ
ー
リ
（
イ
タ
リ
ア
国
家
治
安
警
察
）
の
活
動
の
賜
物

だ
」
と
イ
タ
リ
ア
政
府
を
賛
美
す
る
報
道
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ

図序-１　2012 年 11 月 27 日、イタリア大統領官邸クイ
リナーレ宮で公開された《タヴォラ・ドーリア》。左から
二人目がナポリターノ大統領。
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ら
に
加
え
て
、「
ブ
ル
ネ
イ
国
王
や
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
に
一
億
二
千
万
ユ
ー
ロ
（
二
〇
一
三
年
五
月
の
レ
ー
ト
で
一
五
八

億
円
以
上
）
で
購
入
を
打
診
さ
れ
た
作
品
」
と
の
報
道
も
あ
り
、
様
々
な
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
る（

２
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
た
っ
た
一
枚
の
板
絵
」
が
イ
タ
リ
ア
政
府
と
文
化
省
を
動
か
し
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
と
言

え
る
。
た
と
え
市
場
の
価
格
で
百
数
十
億
円
を
超
え
る
「
ピ
カ
ソ
」
や
「
ゴ
ッ
ホ
」
が
寄
付
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
に
一
国
の
大
統
領
が
礼
を
尽
く
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
寄
贈
さ
れ
た
美
術
品
の
市
場
価

値
つ
ま
り
金
額
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
は
も
っ
と
別
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ロ
ー
マ
か
ら
世
界
に
向
け
た
今
回
の
発
表
の
裏
に
隠
さ
れ
た
本
当
の
意
味
。
そ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
と
し
て
、

《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
を
「
長
い
間
、
捜
し
求
め
て
き
た
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
代
表
作
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
見

な
し
、
今
後
長
期
に
わ
た
っ
て
研
究
し
、
順
次
世
界
に
向
け
て
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
く
「
プ
ロ
セ
ス
」
に
入
っ

た
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
世
界
の
美
術
史
上
で
重
大
な
意
味
を
持
つ
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
作
品
と
し
て
の
認
定
」
に

と
ど
ま
ら
ず
、「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
代
表
作
と
し
て
の
確
認
」
と
い
う
最
終
目
標
に
向
け
て
一
大
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

二
〇
一
三
年
八
月
現
在
の
段
階
で
は
、《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
が
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
真
作

か
ど
う
か
」
と
い
う
誰
も
が
知
り
た
い
基
本
的
な
情
報
に
つ
い
て
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
ま
だ
何
も
発
言
し
て
い
な

い
。
だ
が
、
寄
贈
の
発
表
と
同
時
に
公
表
さ
れ
た
日
本
の
寄
贈
主
と
の
友
好
協
定（

３
）か

ら
、
今
回
の
寄
贈
が
イ
タ
リ
ア

政
府
に
と
っ
て
、
い
か
に
重
要
な
も
の
だ
っ
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
内
容
と
は
、《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
寄
贈
の
見
返
り
と
し
て
今
後
二
十
数
年
間
、
イ
タ
リ
ア
の
国
宝
級

美
術
品
を
無
償
で
貸
し
出
す
と
一
部
で
報
道
さ
れ
て
い
る
事
実
に
他
な
ら
な
い
。
も
し
仮
に
、
イ
タ
リ
ア
の
一
部
の
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マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
る
よ
う
に
「
違
法
」
の
疑
い
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、「
戻
し
て
当
然
」
の
対
応
で
済
む
。
美
術

品
の
無
償
貸
し
出
し
を
イ
タ
リ
ア
側
が
提
案
し
、
発
表
前
に
合
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
極
め
て
異
例
と
言

う
べ
き
だ
ろ
う
。
通
常
、
イ
タ
リ
ア
の
国
宝
級
の
美
術
品
の
海
外
へ
の
貸
し
出
し
は
、
一
回
だ
け
で
も
数
十
億
円
規

模
の
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

二
〇
〇
七
年
、
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

―
天
才
の
実
像
」

で
《
受
胎
告
知
》（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
蔵
）
が
イ

タ
リ
ア
か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
支
払
わ
れ
た
ギ
ャ
ラ
ン

テ
ィ
は
経
済
効
果
か
ら
言
っ
て
一
〇
〇
億
円
程
度
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る（

４
）。

も
し
同
レ
ベ
ル
の
美
術
品
の
無
償
貸
し
出
し
が
今
後
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
実
行
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
友
好
協
定
は
そ

れ
自
体
、
数
百
億
か
ら
数
千
億
円
の
価
値
に
匹
敵
す
る
こ
と
に
な

る
。今

の
段
階
で
日
本
に
無
償
貸
し
出
さ
れ
る
美
術
品
が
何
な
の
か
決

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
友
好
協
定
が
意
味
す
る
実
際
の
価
値

は
ま
だ
算
出
で
き
な
い（

５
）。

し
か
し
、
こ
の
友
好
協
定
に
込
め
ら
れ
た

別
の
意
味
と
は
、
イ
タ
リ
ア
文
化
省
が
こ
の
「
板
絵
」
を
少
な
く
と

も
数
百
億
円
の
価
値
が
あ
る
と
自
ら
認
め
た
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、

イ
タ
リ
ア
政
府
が
《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
を
レ
オ
ナ
ル
ド
・

図序-２　日本テレビ系列『失われたダ・ヴィンチのフレ
スコ画発見』ではレオナルド・ダ・ヴィンチの代表作が
発見されればツタンカーメン以来と報道された。
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